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１ 経営戦略策定の趣旨 

 

本市の駐車場事業は、昭和 46年度に焼津市小石川駐車場の供用開始から始まり、

昭和 50 年度に焼津駅北口駐車場の供用開始をしております。両駐車場とも、焼津

駅及び駅前商店街に至近の立地条件であり、日常の買い物や近隣市への鉄道利用に

おける自家用車の駐車場として多くの方に利用をいただき、都市機能の維持・推進

と市民生活の利便性の向上が図られてきました。 

しかし、平成 14 年度以降から、焼津駅周辺に民間駐車場が増加しており、少子

高齢化による人口減少も続いていることから、市営駐車場利用者は減少傾向にあり、

それに比例して使用料収入の減少も見られ、今後における安定的な財源の確保が課

題となります。経営環境が厳しくなると想定される状況において、社会情勢の変化

に適切に対応し、持続的な経営を行っていくため、現状と課題を踏まえた中長期に

おける経営の基本となる「経営戦略」を策定し、より一層効率的かつ計画的な事業

経営を目指します。 
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２ 事業概要 

 

（１）事業形態 

焼津市駐車場事業の概要 

施設名 焼津市小石川駐車場 焼津駅北口駐車場 

法適非適の区分 法非適 法非適 

事業開始年月日 昭和 46年４月１日 昭和 50年５月１日 

職員数 兼務職員２名 

種類 都市計画駐車場 都市計画駐車場 

構造 広場式 広場式 

立地 駅 駅 

建設後の経過年数 50年 46年 

駐車場使用面積 1,630㎡ 491㎡ 

収容台数 62台 29台 

営業時間 24時間営業 24時間営業 

民間活用の状況 平成 17年度より指定管理者による管理 

 

（２）料金形態 

焼津市駐車場事業の概要 

施設名 焼津市小石川駐車場 焼津駅北口駐車場 

車種 長さ 5.3ｍ以下、幅２ｍ以下 長さ 5.3ｍ以下、幅２ｍ以下 

営業時間 24時間営業 24時間営業 

料金の算定 ○最初の１時間：150円 

以降 30分毎：50円 

５時間 30分を超える場合 

24時間まで：600円 

○月極   １か月 9,160円 

  夜間のみ１か月 4,580円 

○最初の１時間：150円 

以降 30分毎：50円 

 

料金形態の 

考え方 

 

 

中心商店街や近隣市への鉄道

利用に向けた利用のしやすさ

で設定。長時間の利用もしや

すい上限料金も設定。 

中心商店街や近隣市への鉄道

利用に向けた利用のしやすさ

で設定。 
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３ 経営比較分析表を活用した現状分析 

 

 経営及び施設の状況を表す経営指標を活用し、経年比較や複数の指標を組み合わ

せた分析を行うことによって、経営の現状及び課題を的確かつ簡明に把握すること

が可能となります。このため、経営指標を「経営比較分析表」としてとりまとめ、

今後の見通しや課題への対応に活用していきます。 

 

（１）収益的収支比率（％） 

使用料収入の収益で、総費用をどの程度賄えているかを示す指標です。当該指標

は、単年度の収支が黒字であること示す 100％以上となっていることが重要です。

両駐車場とも、増減がある中で過去５年間とも 100％以上を達成しており、健全な

数値となっています。 

 

焼津市小石川駐車場 
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（２）他会計補助金比率（％） 

  

支出が一般会計からの繰入金によってどの程度賄われているかを示す指標です。

当該指標は、特別会計の独立採算制の観点から、数値が低いことが望ましいもので

す。本事業は、一般会計からの繰入金を用いておらず、過去５年とも０％となって

います。 
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（３）売上高ＧＯＰ比率（％） 

  

営業利益に対する営業総利益（粗利益）の割合であり、施設の営業に関する収益性

を示す指標です。ＧＯＰとは、営業総利益のことで、営業収益から営業費用を除い

たものです。当該指標は、一般的に数値が高いことが望ましいものです。小石川駐

車場は令和元年度に収益増加によって大きく上昇し、焼津駅北口駐車場の数値より

高くなっています。 
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（４）ＥＢＩＴＤＡ（千円） 

  

営業利益に減価償却費や公課費を加えたもので、その経年の推移を見ることで企

業の収益が継続して成長しているかどうかを判断するための指標であり、当該指標

は一般的に数値が大きいことが望ましいものです。売上高ＧＯＰ比率と同様に、小

石川駐車場は令和元年度に収益増加によって大きく上昇し、焼津駅北口駐車場の数

値より大きくなっています。 
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４ 将来の事業環境 

 

（１）駐車場需要の見通し 

 

本計画期間において、周辺における大規模な集客施設の整備や廃止は予定されて

おりません。また、市の人口推移が減少傾向であることや、民間駐車場の増加によ

る利用者の分散があること、新しい生活様式による外出形態の変化などから、現状

の水準から微減で推移する見通しとしています。 

 

 

 

将来推計人口 

（平成 30年策定「第６次焼津市総合計画」より） 
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（２）料金収入の見通し 

 

令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により料金収入は低迷する見込

みですが、令和３年度は新型コロナウイルス流行前の１割減の水準まで回復する見

込みとしています。以後は、人口が減少傾向であることや民間駐車場の増加による

利用の分散などから、料金収入は現状の水準から微減で推移する見通しとしていま

す。 
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焼津駅北口駐車場 
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合 計 
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利用台数（台） 27,493 25,230 24,944 24,743 29,533

使用料収入（千円） 12,848 11,750 11,463 11,021 11,825
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（３）施設の見通し 

 

広場式駐車場である焼津市小石川駐車場、焼津駅北口駐車場で、機器などの設備

に特段の老朽化は見られないため、計画期間における施設の更新の予定はありませ

ん。 

 

 

 

（４）組織の見通し 

  

業務形態は現状を継続するため、引き続き兼務職員２名を配置します。 
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５ 経営の基本方針 

  

市営駐車場については、車社会の到来とともに、焼津駅前の中心市街地における

駐車場需要に対応するために設置されており、平成６年度から駐車場事業は特別会

計で運営をしています。平成 13 年度以降から焼津駅前に多数の民間駐車場が開設

されたことにより利用者ピーク時の半分以下まで激減し、平成 15、16 年度には一

般会計からの繰入を余儀なくされた経緯があります。しかし、平成 17 年度の指定

管理者制度を導入後は利用者・収入が徐々に回復し、黒字経営に転じており、制度

導入の効果が十分に認められました。 

近年は民間駐車場の増加の中、利用者の減少が続いているところですが、令和元

年度より上限料金を導入した小石川駐車場においては、大きく収入が増加しました。   

駐車場ごとに課題を分析し、駐車場の現状に応じた経営改善策を実施しながら、

民間駐車場と役割を分担しながら、他会計からの繰入金が無い収支均衡の経営状況

を維持することと、収益面だけではなく利用者の満足度の向上を目指すことを、本

市駐車場における経営の基本方針とします。 
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６ 投資・財政計画（収支計画） 

 

（１）投資・財政計画（収支計画）：別紙のとおり 

 

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定にあたっての説明 

 

①収支計画のうち投資について説明 

目標 一般会計からの繰入は行わず、駐車料金収入のみで運営する 

案内看板の補修や駐車場枠線の引き直しといった小規模な修繕は、指定管理者

が行い維持管理に努めます。建物や設備の更新は、広場式駐車場における機器な

どに特段の老朽化はが見られないため計画期間においては特に行いません。 

 

②収支計画のうち財源についての説明 

目標 一般会計からの繰入は行わず、駐車料金収入のみで運営する 

令和２年度はコロナウイルス感染拡大の影響で大きく収入が減少する見込み

であり、令和３年度以降は駐車場需要が、令和元年度の１割減の水準となるもの

として計画しています。小石川駐車場は上限料金の導入により、令和元年度は大

きく増収となりましたが、以後１％減の推移で積算しています。焼津駅北口駐車

場については、令和３年度は過去３年間の推移を基に算出し、上限料金を導入後

の令和４年度以降は、以後１％減の推移で積算しています。民間駐車場の経営に

ついて考慮し、収支均衡経営の継続を目指します。 

 

③収支計画のうち投資以外の経費について説明 

指定管理料は同額で積算しています。指定管理期間終了後に変動については、

その時点で見直します。人件費は、令和２年度より兼務職員の給与の２か月分か

ら１か月分に削減して積算しています。その他の主なものは、公課費と他会計へ

の繰出金となっています。 
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の 

取組の概要 

 

① 今後の投資についての考え方・検討状況 

民間活用 指定管理者制度を平成 17年度から導入しています 

駐車場の配置の 

適正化 
計画はありません 

投資の平準化 計画はありません 

その他の取組 計画はありません 

 

②今後の財源についての考え方・検討状況 

料金 

小石川駐車場の上限料金制導入に効果が認められたこと

から、焼津駅北口駐車場についても令和３年度の導入を進

めていきます 

利用者増加に向けた

取組 

引き続き、指定管理者と協力の上、利便性の向上を図り、

利用者増加に向けた取り組みを実施していきます 

企業債 計画はありません 

繰入金 計画はありません 

試算の有効活用等に

よる収入増加の取組 
計画はありません 

その他の取組 計画はありません 
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③投資以外の経費についての考え方・検討状況 

委託料 指定管理者制度を平成 17年度から導入しています。 

管理運営費 指定管理者制度を平成 17年度から導入しています。 

職員給与費 計画はありません 

その他の取組 計画はありません 

 

 

 

７ 公営企業として実施する必要性など 

 

事業の意義、提供す

るサービス自体の必

要性 

焼津駅周辺については民間駐車場が増加してきましたが、

令和２年度には撤退する動きも見られます。このことか

ら、市民の皆様に、利便性の良い駐車場を安定して供給し

ていくため、市営駐車場の必要性があると考えています。 

公営企業として実施

する必要性 

規模が小さいこと、更新投資もほとんど要していないこと

から、公営企業の実施は検討していません。 

 

 

 

８ 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項 

 

経営戦略の事後検証

改定等に関する事項 

経営指標を「経営比較分析表」としてとりまとめ、事後検

証を行い、課題への対応に活用していきます。「経営比較分

析表」については市ホームページ上で公表します。一般会

計からの繰入が続いた場合は、今後のあり方について検討

し、経営戦略の改定を行います。 

 



様式第2号（法非適用企業） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和11年度

区 分 決 算 決 算 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込

1 (A) 11,068 11,825 7,115 9,784 9,687 9,590 9,494 9,399 9,305 9,212 9,120 9,029 8,938

（１） (B) 11,068 11,825 7,115 9,784 9,687 9,590 9,494 9,399 9,305 9,212 9,120 9,029 8,938

ア 11,068 11,825 7,115 9,784 9,687 9,590 9,494 9,399 9,305 9,212 9,120 9,029 8,938

イ (C)

ウ

（２）

ア

イ

２ (D) 9,262 8,499 8,138 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

（１） 9,262 8,499 8,138 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

ア 1,481 1,035 489 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500

イ 7,781 7,464 7,649 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500

（２）

ア

イ

３ (E) 1,806 3,326 △ 1,023 1,784 1,687 1,590 1,494 1,399 1,305 1,212 1,120 1,029 938

1 (F)

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

２ (G) 1,558 2,763 1,500 1,500 1,500 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300

（１）

（２） (H)

（３）

（４） 1,558 2,763 1,500 1,500 1,500 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300

（５）

３ (I) △ 1,558 △ 2,763 △ 1,500 △ 1,500 △ 1,500 △ 1,300 △ 1,300 △ 1,300 △ 1,300 △ 1,300 △ 1,300 △ 1,300

(J) 248 563 △ 1,023 284 187 90 194 99 5 △ 88 △ 180 △ 271 △ 362

(K)

(L) 922 1,170 1,733 710 994 1,181 1,271 1,465 1,564 1,569 1,481 1,301 1,030

(M)

(N) 1,170 1,733 710 994 1,181 1,271 1,465 1,564 1,569 1,481 1,301 1,030 668

(O) 1,170 1,733 710 994 1,181 1,271 1,465 1,564 1,569 1,481 1,301 1,030 668

(P)

(Q)

(Q)

(B)-(C)

(A)

(D)+(H)

(S) 11,068 11,825 7,115 9,784 9,687 9,590 9,494 9,399 9,305 9,212 9,120 9,029 8,938

（T)

(U)

(V)

(W)

(X)

○他会計繰入金 （単位：千円）（単位：千円）

年　　　　　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

区 分 決 算 決 算 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込 見　込

111.7

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

収 益 的 収 支 分

地 方 債 残 高

健全化法施行令第16条により算定した
資 金 の 不 足 額

健全化法施行規則第６条に規定する
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健全化法施行令第17条により算定した
事 業 の 規 模

健全化法第22条により算定した

資 金 不 足 比 率
(（T）/（V）×100)

他 会 計 借 入 金 残 高

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (B)-(C)

地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

((R)/(S)×100)

114.0 112.9

地方財政法施行令第16条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

(R)

87.4 122.3 121.1 119.9 118.7 117.5収 益 的 収 支 比 率 （ ×100 ） 119.5 139.1

赤 字 比 率 （ ×100 ）

116.3 115.2

前 年 度 繰 上 充 用 金

形 式 収 支 (J)-(K)+(L)-(M)

翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源

実 質 収 支 黒 字

(N)-(O) 赤 字

収 支 再 差 引 (E)+(I)

積 立 金

前年度からの繰越金

そ の 他

資

本

的

支

出

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

地 方 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

他 会 計 へ の 繰 出 金

そ の 他

収 支 差 引 (A)-(D)

そ の 他

営 業 外 収 益

他 会 計 繰 入 金

そ の 他

資

　

本

　

的

　

収

　

支

資

本

的

収

入

資 本 的 収 入

地 方 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 補 助 金

他 会 計 借 入 金

固 定 資 産 売 却 代 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

収 支 差 引 (F)-(G)

収

　

益

　

的

　

収

　

支

収

益

的

収

入

総 収 益

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

収

益

的

支

出

総 費 用

営 業 費 用

職 員 給 与 費

う ち 退 職 手 当

そ の 他

営 業 外 費 用

支 払 利 息

う ち 一 時 借 入 金 利 息

そ の 他



静岡県焼津市 焼津市駅北駐車場

分析欄

１．収益等の状況について

H27 H28 H29 H30 R1 H27 H28 H29 H30 R１ H27 H28 H29 H30 R１

当該値 147.0 123.0 152.6 134.9 137.8 当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 当該値 162.1 151.7 148.3 137.9 148.3

平均値(国) 419.4 371.0 509.2 378.1 756.6 平均値(国) 3.2 2.9 6.0 3.8 2.0 平均値(国) 269.0 276.6 274.8 275.5 289.2

３．利用状況について

H27 H28 H29 H30 R１ H27 H28 H29 H30 R１ H27 H28 H29 H30 R１

当該値 0 0 0 0 0 当該値 32.0 19.0 34.5 25.9 27.4 当該値 2,405 1,321 2,335 1,626 1,614

平均値(国) 22 16 21 17 15 平均値(国) 38.2 34.6 37.6 30.2 33.9 平均値(国) 6,967 7,138 8,131 8,076 8,265

H27 H28 H29 H30 R１

当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均値(国) 70.5 59.2 62.4 83.1 54.7

0

１.収益等の状況 ３.利用の状況

２.資産等の状況

⑦敷地の地価（千円）

30,376

経営比較分析表（令和元年度決算）

２．資産等の状況について

⑧設備投資見込み額（千円）

業務名 業種名 事業名 類似施設区分

建設後の経過年数（年）自己資本構成比率（％） 種類

法非適用 駐車場整備事業 ー Ａ３Ｂ１

該当数値なし 都市計画駐車場 広場式 44

構造

管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積（㎡）

駅 無 491非設置

収益的収支比率は、類似施設平均値を下回っているが、健全

数値である100％を超え、他会計からの補助⾦もなく⿊字の状

況を維持している。収益低下の主な要因としては、近隣に上

限料⾦の設定がある⺠間駐車場が増えてきていることから、

当該施設の利用者が短時間となっており収益の低下につな

がっていると考えられる。また、売上高ＧＯＰ比率及びＥＢ

ＩＴＤＡについては、平均値に比べ低い数値で推移してい

る。これも前述の利用者数の減少に伴う収益低下が主な要因

であると考えられる。令和元年度は、電子マネー精算への対

応や車室白線の引き直しなどを実施し利用促進を図り、収益

の増加に努めたが、引き続き収入は減少傾向にある。

駐車場事業実施に必要となる機械やシステムについては、指

定管理者が設置し、適切に管理・保守を実施している。現時

点で、市として新たな設備投資の計画はない。

稼働率については、類似施設の平均値を下回っており、緩や

かな減少傾向が続いていたが、令和元年度は稼働率は若干増

加した。これは、近隣の⺠間駐車場が増加している中で、当

該駐車場が駅に直近であることから短時間の利用による利用

者の増加があったものの、上限料⾦を導入している⺠間駐車

場に⻑時間の利用者が流れているものと考えられる。具体的

な利用状況については、利用台数は前年度14,445台に対し本

年度15,540台（1,095台、7.6％）、収入は前年度6,279,060円

に対し、本年度5,880,600円（−398,460円、−6.3％）となっ

ている。令和元年度より、電子マネー精算への対応や車室白

線の引き直しなどを実施し、利用の増加に努めている。

北口駐車場については、近年減少傾向にあるものの、焼津駅

北口から最も近い駐車場として、短時間利用を中心とした需

要があり、経営状況も⿊字を維持している。今後も指定管理

者の⺠間ノウハウを活かした業務改善と前述の電子マネー精

算への対応などの利用促進により、中心市街地活性化事業と

の調整を行いながら、都市計画駐車場として維持していく。

また、新型コロナウイルスの影響による周辺⺠間駐車場の料

⾦変動の収束後に、駅南の小石川駐車場で実施している上限

料⾦制について、北口駐車場への導入を検討する。

収容台数（台） 一時間当たりの基本料⾦（円） 指定管理者制度の導入

29 150 代行制

全体総括

グラフ凡例

当該値

類似施設の平均値（国）

【 】 令和元年度全国平均

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

①収益的収支比率（％）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

②他会計補助⾦比率（％）

0

5

10

15

20

25

③駐車台数一台当たりの他会計補助⾦額（円）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

④売上高GOP比率（％）

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

⑪稼働率（％）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ（千円）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

⑩企業債残高対料⾦収入比率（％）
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⑥有形固定資産減価償却率（％）
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0.0
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1.0

1.2

９.累積欠損⾦比率（％）

該当数値なし

【619.1】 【2.3】 【205.9】

【17】 【20.8】
【14.290】

【425.4】



静岡県焼津市 焼津市小石川駐車場

分析欄

１．収益等の状況について

H27 H28 H29 H30 R１ H27 H28 H29 H30 R１ H27 H28 H29 H30 R１

当該値 103.0 86.0 95.2 103.9 140.5 当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 当該値 56.5 51.6 50.0 54.8 71.0
平均値(国) 419.4 371.0 509.2 378.1 756.6 平均値(国) 3.2 2.9 6.0 3.8 2.0 平均値(国) 269.0 276.6 274.8 275.5 289.2

３．利用状況について

H27 H28 H29 H30 R１ H27 H28 H29 H30 R１ H27 H28 H29 H30 R１

当該値 0 0 0 0 0 当該値 3.0 △ 17.0 △ 5.0 3.8 28.8 当該値 149 △ 800 △ 239 180 1,712
平均値(国) 22 16 21 17 15 平均値(国) 38.2 34.6 37.6 30.2 33.9 平均値(国) 6,967 7,138 8,131 8,076 8,265

H27 H28 H29 H30 R１

当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均値(国) 70.5 59.2 62.4 83.1 54.7

稼働率については、類似施設の平均値を下回り、近隣の⺠

間駐車場が増加し当該駐車場の利用者が減少していること

から近年は減少傾向が続いていたが、令和元年度は対前年

比で16.2％増加した。これは「1．収益等の状況について」

で述べたとおり、上限料⾦制を導入したことにより利用者

数が伸びたことが要因である。具体的な利用状況について

は、利用台数は平成30 年度12,423台に対し令和元年度

16,014台（+3,591台、+28.9％）、収入は平成30年度

4,741,950円に対し、令和元年度5,944,340円（+1,202,390

円、+25.4％）といずれも大きく増加した。令和元年度よ

り、上限料⾦の導入や電子マネー精算対応など、利用促進

に努めている。

全体総括

小石川駐車場については、近隣の⺠間駐車場の増加が大き

く影響し利用者は減少が続いているものの、焼津駅や近隣

商業施設の利用者の一時駐車施設として、また、近隣の⺠

間事業者及び住⺠の定期駐車施設として一定の需要があ

る。このような状況を踏まえ、今後も指定管理者の⺠間ノ

ウハウを活かした業務改善と上限料⾦の導入による利用促

進を図り、都市計画駐車場として中心市街地活性化事業と

の調整を行いながら、施設を維持していく。

収益的収支比率は類似施設平均値を下回り、近隣には駅に

より隣接した⺠間駐車場が増え価格競争も起きていること

から、当該施設の利用者は近年減少傾向にあった。しか

し、令和元年度から上限料⾦制を導入したことから、利用

者数が伸びて収益が増加し、昨年度に比べ36.7％上昇して

いる。これは、⻑時間利用の需要に対応することができた

結果と考えられる。100％を大きく超え、他会計からの補助

⾦もない状況にあり健全数値となっており、売上高ＧＯＰ

比率及びＥＢＩＴＤＡについても、前述の利用者数の増加

による収益増加を主な要因として、今年度は大きく上昇す

ることとなった。その他、利用促進を図るため、電子マ

ネー精算へ対応するなど利便性の向上を図っており、収益

増加に努めている。

150 代行制

２．資産等の状況について

駐車場事業実施に必要となる機械やシステムについては、

指定管理者が設置し、適切に管理・保守を実施している。

現時点で、市として新たな設備投資の計画はない。

該当数値なし 都市計画駐車場 広場式 49 62

商業施設 無 1,630

自己資本構成比率（％） 種類 構造 建設後の経過年数（年） 収容台数（台） 一時間当たりの基本料⾦（円） 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 ー Ａ３Ｂ１ 非設置

経営比較分析表（令和元年度決算）

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積（㎡）

0

１.収益等の状況 ３.利用の状況

２.資産等の状況

⑦敷地の地価（千円）

37,156

⑧設備投資見込み額（千円）

グラフ凡例

当該値

類似施設の平均値（国）

【 】 令和元年度全国平均
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